Primary testicular carcinoid tumor with teratoma: a case report by 永川, 修 et al.
Title奇形腫に伴った原発性精巣カルチノイドの1例
Author(s)永川, 修; 風間, 泰蔵; 寺田, 為義; 石川, 成明; 布施, 秀樹; 片山, 喬




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌尿紀 要37:641-645,1991  641
奇形腫に伴 った原発性精巣カルチノイ ドの1例
富山医科薬科大学医学部泌尿器科学教室(主任1片山 喬教授)
永 川 修,風 間 泰蔵,寺 田 為 義
石 川 成 明,布 施 秀樹,片 山 喬
PRIMARY TESTICULAR CARCINOID TUMOR 
WITH  TERATOMA  : A CASE REPORT
Osamu Nagakawa, Taizo Kazama, Tameyoshi Terada, 
Shigeaki Ishikawa, Hideki Fuse and Takashi Katayama 
From the Department of Urology, Toyama Medical and Pharmaceutical University
   We report a case of primary testicular carcinoid with teratoma and review the literature. A 
68-year-old man was hospitalized with an asymptomatic left testicular mass. Left radical orchiecto-
my was performed under a diagnosis of testicular tumor. Histologically, the tumor showed a typical 
appearance of teratoma with carcinoid components. Barium studies, computed tomographic scan 
could not demonstrate any other tumor anywhere else. He is now being followed at our clinic 
without any evidence of recurrence. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 641-645, 1991)


































た.割 面は,皮 脂物を含む部分や骨様部等が認め ら
れ,毛 髪も一部に含まれていた.































カル チ ノイ ドは,1907年Oberndorfer1)が,小腸
腫 瘍 で 癌 に似 て いる が,発 育 が 緩 徐 で転 移 しに く く,
臨 床 的 に 良性 の経 過 を とる もの に対 して命 名 した もの
であ る,以 後,組 織学 的 に は 消 化管 上皮 に 散在 す る
Kulthitzky細胞 と の 類 似 性 が指 摘 さ れ,Masson2)
らは,銀 還元 性 細 胞(Argentaffin-cell-tumor)とい
う名 称 を カル チ ノイ ドにつ け た,生 化学 的 に はLcm-
beck3)が,カル チ ノイ ド組織 よ りセ ロ トニ ンを 分 離
抽 出 した.臨 床 的 に はThorson4)らが,肝 転移 を 伴
った 小腸 カ ル チ ノイ ドの患 者 で,flushing・下 痢 等 の
特 異 な 症 候 を報 告 し,こ れ は そ の 後 カル チ ノイ ド症 候
群 と呼 ば れ る よ うに な った ・ また,ACTH,ヒ ス タ ミ
ン,キ ニ ンな どを 分 泌 す る カル チ ノイ ドも報 告 され,
functioningtumorとして の性 格 も明 らか に な って
きて い る.
Williamss)らは,臓 器 の 胎 生 学 的 素 地 よ り,前 腸
系,中 腸 系,後 腸系 に分 類 した が,精 巣 カル チ ノイ ド
は こ の うち中 腸系 に属 す る と され て い る.Soga6)らは
カル チ ノイ ドを 組織 学 的 に,A,B,C,D混 合 型 の5
型 に分 類 した.そ れ に よる と中 腸 系 腫 瘍 は,充 実 性 結
節状 蜂 巣 を 有 す るA型 と混 合 型 か らな る,混 合 型 に は
A型 また はB型(索 状 また は リボ ン状 の 配 列 を有 す る
もの)とC型(腺 管 状,腺 房 状,ロ ゼ ッ ト状 の構 造 を
有 す る もの)と の組 合 せ(A+C,B+C)が よ くみ
られ る,ま た銀 反 応 に よ り,(1)銀還 元性 反 応 型(銀 還
元 性,銀 好性 の両 反 応 に 陽 性),② 銀 好性 反 応 型(銀
好 性 反 応 の みに 陽性),(3)反応 陰性 型(両 反 応 に 陰性)
の3者 に分 類 出来,中 腸 系 は(1)を示 す こ とが 多 い,自
験 例 はSogaら の分 類 で は,混 合 型,銀 還 元性 反 応
型 に 属 す る もの と考 え られ た.
生 化 学 的 に は,前 腸 系 で は5-hydroxytryptophan
(5-HTP),5-hydroxytryptamine(5-HT)ヒス タ ミ
ン,5-hydroxyindoleaceticacid(5-HIAA),中腸系
では5-HT,5-HIAAが証 明 され る こ とが あ り,後 腸
系 では 陰 性 の こ とが 多 い と して い る.
カル チ ノイ ドの好 発 部 位 は,主 に 直 腸,虫 垂 等 の消
化 器 お よび気 管 支 で あ り,泌尿器 科 領 域 では 稀 で あ る.
そ の 中 で は,腎7),膀 胱8),前立 腺9),などで も報 告 さ
れ て は い る が,精 巣 が 最 も多 い.Pugh10)は,27,379
例 の精 巣 腫瘍 の うち,原発 性 精 巣 カル チ ノイ ドを6例,
転 移 性 カル チ ノイ ドを4例 認 め た と 記 載 し て い る.
また,Berdjis1Dらに よる と,7,000例の 精 巣 腫瘍 の
うち原 発 性 カル チ ノイ ド12例(2例 は奇 形 腫 に 合併 し
た もの),転 移 性 カル チ ノイ ドを2例 認 め て い る.こ
れ らの 報 告 は,精 巣 原 発 の カル チ ノイ ドの 発 生 頻度 が
きわ め て 低 い こ とを 示 して い る.
原 発 精 巣 カル チ ノイ ドは,1954年にSimon12)が第
1例 目を 報 告 し て 以 来,本 症 例 が51例 目に あ た る
(Tablei,2)・そ の 他 転 移 性精 巣 カル チ ノイ ドが,現
在 まで8例 報 告 され て い る.原 発性 精 巣 カ ル チ ノイ ド
の うち,奇 形 腫 を 伴 った もの は,自 験 例 を 含 め て わず
か10例(19.6%)であ る.そ れ とは 対 照 的 に,Rob-
boy's)らに よれ ば,卵 巣 カル チ ノイ ド48例の うち,35
例(72.9%0)が奇 形 腫 に 伴 って い た と報 告 さ れ て い
る.B且ackwelllq)らは,卵 巣 奇形 腫 の 中で,12%に 消
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